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東京都に隣接する利便性のよい文化都市



市川駅前の再開発事業

東京湾に面する流通拠点

世界各都市との国際交流

豊かな歴史と文化芸術



施設の概要

市川市男女共同参画センターは、 男女が互いの人権を尊重し、責任を
わかちあい、互いの個性や能力を十分に発揮できる「男女共同参画社会」
づくりを目指すための学習、活動や交流の場として、男女を問わず利用で
きる施設です。



公共施設予約システムによる公共施設予約システムによるOSSOSS導入導入

研修室 ： 研修室Ａ、研修室Ｂ、研修室Ｃ、研修室Ｄ、研修室Ｅ、研修室Ｆ
研修ホール ： 全面
和室 ： 第一和室、第二和室
調理工房 ： 全面
付属施設 ： こどもルーム、第１控室、第２控室

利用団体・・・利用団体・・・ ５３８団体５３８団体 利用人数・・・約５７，９００人／年間利用人数・・・約５７，９００人／年間



公共施設から公共施設から

外出先から外出先から

主な機能

・空き状況確認
・予約申し込み
・抽選申し込み
・利用者履歴確認 等

インターネットで

24時間
どこからでも

施設内の

キオスク端末

（タッチパネル）

だれでも

ご自宅からご自宅から

携帯電話で

外出先から

いつでも

システム全体のイメージ
●公共施設予約システムは、市の文化施設やスポーツ施設利用の利便性と施設管理者の業務の効率化を図る。

スポーツ施設スポーツ施設

公民館公民館

主な機能

・利用者管理

・予約管理

・抽選管理

・収納管理 等

全ての施設の一括管理が可能

公共施設予約システム
運用管理者

サーバセンター

サーバ
・利用受付

・領収書等の発行
（収納管理） 等

・利用受付

・領収書等の発行
（収納管理） 等

・利用受付

・領収書等の発行
（収納管理） 等

・利用受付

・領収書等の発行
（収納管理） 等

文化施設文化施設

利用者 集会場集会場



●管理者メンテナンスの負荷を軽減
Webで管理するので専用ソフトが不要

● それぞれの管理体制に対応可能なシステム

使用料など施設により異なる運用に対応できる

●広域の共同利用も可能

条件の異なる施設を一台のサーバで管理することができる

●一括で抽選ができる機能
一定期間利用希望者を集い、抽選で当選者を確定する

● らくらく収納管理

減免計算や収納管理、領収書や許可証等の帳票出力

公共施設予約システムはこんなシステム

●利用者のライフスタイルに合わせた利用方法に対応
パソコン・携帯電話・施設内のキオスク端末から利用

●操作が簡単

大きなボタンに、見やすい配色。アクセシビリティを配慮しタッチパネルで簡単な操作

●利用者個別の機能

利用者一人一人に対し、「予約履歴」や「申し込み状況確認」「よく使う施設」などの機
能がある。

● 便利な申込補助機能
よく利用する施設の簡単申込み機能が便利

利用者側システム

公共施設予約システム
運用管理システム



予約・抽選の申込

施設名や条件を入力して、空き
状況を確認、ご利用施設と利用
日を決定し、予約または抽選の
申し込みができる。

申し込み状況の確認、取消

申し込み内容は一覧
で表示可能。予約申
込日、利用日、利用時
間、予約番号、施設
使用料等が詳しく表示
できる。

よく使う施設

利用者情報の変更

連絡先やパスワードの変更、
メールアドレスの登録・変更が
できる。メールで抽選結果、予
約の申込み結果等が配信され
る

履歴の確認

施設予約状況、取消、利用済が
照会できる。

＜利用者メニューＴＯＰ画面＞

＜申込・抽選状況照会 ＞ ＜よく使う施設＞

利用者メニュー

●便利な５つの機能

＜空き状況の確認＞

よく使う施設は簡単な操
作で処理できる。



操作画面デザイン



携帯電話からの申し込み携帯電話からの申し込み

＜条件を指定して検索画面＞＜携帯版TOP画面＞

○○市公共施設予約システム
★モバイルトップメニュー

利用したいサービスのメニュー
を選択してください

■空き状況の確認
・利用施設で検索

・条件を指定して検索

■申込・確認・取消

・利用者メニューへ

■表示記号の確認

・表示記号を確認する 一つ戻る
操作を間違えても一つ前の画面
へ戻ることができます。

トップへ
トップページへ戻ることができま
す。

一つ戻る

トップへ

プルダウン機能
▼の印の項目を選択すると、
選択リストが表示されます。
直接入力する手間が短縮され、
円滑に予約ができます。

＜利用者メニュー画面＞

○○市公共施設予約システム

★検索条件の設定

ログイン

クリア

パスワード

トップへ

利用者ＩＤとパスワードを入力
しログインします。

○○市公共施設予約システム

★利用者認証
申込み等を行う場合はログイ
ンしてください

利用者ID

サッカー

野球

卓球

バレーボール

テニス

柔道



＜統計管理＞

＜収納管理＞

＜予約・抽選管理

＜施設管理＞

＜利用料納付・施設利用＞

＜予約・抽選申込み（利用申請）＞

＜利用者登録＞

市川情報プラザ

施設予約システム

インターネット等

収納情報データベース

予約情報
データベース

利用者情報データベース

施設情報データベース

業務端末設置
施設

利用者

パソコン 市民向け
端末

携帯電話

本人確認
申請内容確認

利用者登録申請 （窓口）

料金徴
収使用許可書

施設空き状況

抽選申込/取消

登録・変更・廃止

登録・変更・廃止

予約の本登録、減免、
使用受付

空き、予約照会

収納･還付･充当

統計情報データベース 統計情報

予約

承認

申込･変更･取消
予約審査/調整

窓口/電話受付

抽選
バッチ処理

登録申請書

施設・室場・スケ
ジュール設定

利用者ID

抽選

予約

統計情報

使用許可申
請書

予約申込/取消



公共施設の予約管理業務フロー

利用団体 職員 管理端末

様式取得（使用団体届＋会員名簿）

団体登録届出

団体情報登録

ID・パスワード発行

仮申請（抽選用）

抽選結果公開
抽選

申請（先着順用）

施設予約状況表示

本申請

許可証印刷申請書＋許可証発行

施設利用

利用料徴収 情報投入

統計情報表示

利用者端末

サーバ

サーバ

団
体
登
録

利
用
申
込

施
設
利
用

ＯＳＳでのシステム化対象



×３台

×２台

プリンタ

レシートプリンタ

ネットワークの構成ネットワークの構成

予約・抽選申込/確認/取消
施設情報参照

利用者管理／施設管理／オペレータ管理
／利用者ID管理／パスワード管理



パソコン

Linux-OS

OSS
公共施設予約

サーバクライアント
（市民側）

KIOSK

携帯電話

管理端末
（自治体側）

施設向け管理端末

既存のもの利用
OSS施設予約：新規開発

基幹システム連携

職員証
ＩＣカード

職員認証

公共施設予約システム構成図

Linux-OS + ブラウザ

PHP MySQL

職員証ＩＣカード
認証基盤連携

ドライバ

アクセスＡＰ

Linux-OS

Linux-OS + ブラウザ

ブラウザ

パソコン

Linux-OS

OSS
公共施設予約

サーバクライアント
（市民側）

KIOSK

携帯電話

管理端末
（自治体側）

施設向け管理端末

既存のもの利用
OSS施設予約：新規開発

基幹システム連携

職員証
ＩＣカード

職員認証

公共施設予約システム構成図

Linux-OS + ブラウザ

PHP MySQL

職員証ＩＣカード
認証基盤連携

ドライバ

アクセスＡＰ

Linux-OS

Linux-OS + ブラウザ

ブラウザ



公共施設予約サーバ

ドライバ(Athena社製)

アクセスＡＰ(JavaApplet)

Linux-OS

職 員 認 証 基 盤 （既存）

カードＲＷ

職員ＩＤ

USB2.0

JICSAP準拠

ブラウザ(FireFox)

管理端末

基幹業務システム

操作ログ
操作履歴

職員認証・アクセス権認証

開発項目

認証サーバ

Linux-OS

Samba

OpenLDAP

職員ディレクトリ

Linux-OS

職員情報

※１

※１ LDAPアクセスソフト

ファイル共有ソフト

ＯＳＳ 市販製品

OpenSSL

職 員 認 証 基 盤 （新規）

職員データベース
適用拡大

適用拡大

システムの構成システムの構成

職員認証基盤システムの機能 ： 職員証ＩＣカード認証機能／ログ取得・管理機能／アクセス権限管理機能

■職員認証手順
①ブラウザからサーバにアクセスし

てJavaAppletをダウンロード
②職員証ＩＣカードより職員ＩＤを取得
③職員パスワードを入力
④LDAP認証サーバにて職員権限認証
⑤操作者としてログイン実行
⑥操作履歴の取得

・認証サーバは、OSSであるSamba,OpenLDAPを活用
・認証サーバ上に、職員認証基盤と連携して職員ディレクトリを構成
・管理端末のアクセスＡＰにLDAPアクセスソフトを組み込む

職員証ＩＣカード







検証検証

① 職員認証基盤システムの機能要件機能要件に関する検証

② 公共施設予約システムの機能要件機能要件に関する検証

③ ＯＳＳ導入の効率性効率性に関する検証

④ ＯＳＳ導入の経済的効果経済的効果に関する検証

⑤ 既存システムからＯＳＳ導入への移行移行に関する検証

⑥ ＯＳＳ導入後の運用運用に関する検証

◆ システム開発導入費用及び
運用保守費用を低廉化する

◆ オープン化により技術力・人
材を広く活用する

◆ 自治体システム全体に適合
する基盤システムを整備する

◆◆ システム開発導入費用及び
運用保守費用を低廉化する

◆◆ オープン化により技術力・人
材を広く活用する

◆◆ 自治体システム全体に適合
する基盤システムを整備する

低コスト ・・・ 無償のミドルウエア等を使用するためライセンス料がいらない

柔軟性 ・・・ プログラムソースが公開されるので変更したい箇所をユーザーが自由にカスタマイズできる

品質向上 ・・・ 他の利用者が改良した内容をフイードバックできるためシステムの品質が向上する

一般技術者 ・・・ 特定ベンダー製品の技術者でなく技術があれば誰でもシステムの変更や管理ができる



検証の結果検証の結果

① 職員認証基盤システムの機能要件機能要件に関する検証

新規に開発する公共施設予約システムと連携させる形で、ＯＳＳを活用した職員認証基盤システム
の開発が可能であり、正常に機能することを検証する。認証にあたっては職員証ICカードを使用する。

OSS管理端末環境で問題なく動作はしたが ・・・・・

見えたこと

職員証ＩＣカードの仕様であるＪＩＣＳＡＰ準拠とＬｉｎｕｘでの動作保証の二つの条件を満たすＩＣ
カードＲ／Ｗ対応製品は、その選択肢が極端に少なく、公的個人認証対応を謳っているパッケー
ジは幾つか見受けられたが、そのほとんどがＷｉｎｄｏｗｓ環境向けのものであり、Ｌｉｎｕｘ環境下で
のＩＣカードＲ／Ｗデバイスの導入を検討する上で、ベンダによる対応機種供給の状況には依然
問題が残っていることが確認された。
今後の各ベンダによるマルチプラットフォーム対応への取り組み改善が望まれる。ＯＳレベル

でのＩＣカードによる職員認証の今後の展開を推進する意味でも、ＩＣカードＲ／Ｗ等の周辺機器
に依存しないオープンな環境の準備が必要であると考えられる。

Ｌｉｎｕｘ環境下Ｌｉｎｕｘ環境下では対応できる周辺機器では対応できる周辺機器
が極端に少ないが極端に少ない

【ICカードR／W、KIOSK端末／レシートプリンタ
／オフィスプリンタ】

KIOSK端末は旧バージョンのみ対応／レシートプリンター対応するのは限定品



④ ＯＳＳ導入の経済的効果経済的効果に関する検証

システム運用・保守の際に発生する費用について、ＯＳＳを導入したシステムではライセンス料の支払い
等が不要になり、商用製品を利用する既存の自治体システムと比較して運用・保守にかかるコストの低
廉化が可能となることを検証する。

製品版 OSS版

1999年 約2,100万円
【【開発・導入開発・導入】】

2007年 約2,400万円
【【開発・導入開発・導入】】

（製品版には無い機能として、携帯電話での対応
及び職員認証機能などがある）

初期費の２０％

【【運用／保守運用／保守】】

初期費の１２％

【【運用／保守運用／保守】】

見えたこと

◆ OSS版システムの開発／導入の初期費用には大きな差は無いが二次利用の時点では大き
なコスト削減となる ・・・・・？？？

◆ 運用／保守は特定のベンダーに依存しないで済むため一般競争入札の導入により低廉化
が図られる ・・・・？？？

見えないこと

市場における担い手の確保市場における担い手の確保 ＯＳＳビジネスモデルの確立ＯＳＳビジネスモデルの確立が不可欠が不可欠



⑤ 既存システムからＯＳＳ導入への移行移行に関する検証

ＯＳＳを活用した公共施設予約システムを実施し、予め想定される課題についての解決方法が提供できること
を検証し、既存の公共施設予約システムからＯＳＳを活用したシステムへと移行するための知見が得られるこ
とを検証する。

見えたこと

フォントの問題フォントの問題
Ｌｉｎｕｘ環境では、ＷｉｎｄｏｗｓのＩＭＥパッドに代わるような外字登録ツールの実装に乏しいこと
が、本導入実証を通して確認された。住民基本台帳との整合性確保の観点からも、初期導入
時点での日本語表現環境の充実が望まれる。

不整合
評価、実績ともに高いＯＳＳ製品の組み合わせ（ＬＡＭＰ）を導入したが、周辺機器やＯＳとのミス
マッチが発生し、関連のあるＯＳＳ製品のデグレードやアップグレードを行う必要があった。
開発現場におけるコーディング規約遵守の不徹底から、ソースコードの内容とバージョニング
によって変更となったＯＳＳの仕様との間で不整合が起こり、コーディングの見直しを急遽行うと
いうことがあった。
高い連携機能実績を誇るＬＡＭＰ環境を用いるにしても、コーディング規約等の開発ポリシー
を綿密に策定し、開発に携わるメンバー全員が共有し遵守できるような環境づくり、手法の定着
が必要である。



⑥ ＯＳＳ導入後の運用運用に関する検証

◆ 自治体においては、Ｗｉｎｄｏｗｓ端末が主体であるため既存の業務に用いるＷｉｎｄｏｗｓ端末とＬｉｎｕｘ
管理端末を共存させる必要がある。このため、システムの運用者は、異なるＯＳやブラウザを利用するこ
とになり、操作方法も異なり不便である。
レーザープリンタ、レシートプリンタ、ＩＣカードＲ／Ｗなどのハードウェアについても、そのドライバの関係
から、それぞれの環境に個別に準備しなくてはならない。

ＯＳＳ公共施設予約システムとＯＳＳ職員認証基盤システムの導入後、実運用上発生すると想定される諸問
題に対して、その内容を明確化するとともに、適切に対処するための解決策が規定できることを検証する。

見えたこと

◆ ＯＳＳミドルウェアや開発したシステムのバージョン／リビジョンアップへの対応において、特に緊
急のセキュリティパッチなどがＯＳＳコミュニティからリリースされた場合は、即時に対処する必要があ
るが、自治体側と保守ベンダ側との役割分担が不明確になっているため、この体制を整備することが
課題となる。
製品版であれば、全責任が製品ベンダ側にあるが、ＯＳＳ版においては、自治体もその責任の一翼を
担う必要がある。逆に、この責任を回避すると保守コストが高価となる可能性がある。



オープンソース公共施設予約システム 普及状況
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2009年7月
（予定）
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2007年4月1557,900473,055Ⅰ市

導入時期

登録室場数
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人口規模自治体名
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ＣＩＯ

市川市における電子自治体の推進体制

非常勤特別職
情報化推進専門員
調達専門員
臨時職員（専門知識・経験）

情報化推進
職員アドバイザー

国・県・市・区・企業・ＮＰＯ等

インソーシング

セキュリティ／評価・調達
計画策定／プロジェクト管理

アウトソーシング

運用保守／資源管理
システム開発／障害対応

庁内における
情報システム・情報資産
一元管理・業務改革

情報政策 情報システム 地域情報推進 情報管理

ＩＴ市民サポータ
ｅ－市政モニター

情報セキュリティ委員会情報セキュリティ委員会

内部監査チーム内部監査チーム

内部監査チーム個人情報保護審議会

情報セキュリティ委員会行政経営会議

内部監査チーム庁議

内部監査チーム調整会議

サービス提供事業者 コンビニ店通信事業者

情報化施策の
決定と評価

情報とシステムの
管理運用

各部長各部長

情報政策部長

市長

副市長

レガシー改革推進



■■ 目的の視点目的の視点 ■■ ■■ 評価の視点評価の視点 ■■

■■ 行動力の視点行動力の視点 ■■ ■■ 業務システムの視点業務システムの視点 ■■

・ 誰に対して どのような効果をめざしているのか

・ 本来の目的を見失っていないか

・ 市民ニーズと行政ニーズの調和を図ろう

・ 目的だけでなく達成時期と目標を明確にしよう

・ 中長期的な視点で計画的に取り組もう

・ 現状に満足しないで勇気をもってチャレンジ

・ ミスや障害を想定した厳しいチェック機能を強化

・ 関係者への説明、理解、協力は欠かせない

・ 行政全体や市民生活を見て横断的に対応しよう

・ 虚心に耳を傾け自分自身の考えをハッキリしよう

・ 責任と権限を明確にして司令塔を活かそう

・ コストだけでなく価値も評価しよう

・ データ収集、分析するリサーチ力を高めよう

・ 評価は標準的で科学的な手法で行おう

・ 情報システムの不良資産を無くそう

・ コストはトータルで見よう

・ ＩＴリスクを把握しマネジメントしよう

・ 長期と短期でどう対応するのかを明確にしよう

・ 業務やサービスの連携を強化しよう

・ 社会情勢の変化に対応できるようにしよう

・ 利便性だけでなく生産性や安全性も向上させよう

・ 住民自治や地域の活性化も向上させよう

・ 民間サービスと融合してサービスを向上させよう

・ 民間活力を利用して効率化を図ろう



情報システム調達のあり方情報システム調達のあり方

大規模なシステムは分離調達大規模なシステムは分離調達

競争の促進競争の促進

技術力のある中小企業の参入促進

透明性の向上透明性の向上
複数事業者の参加によって
ブラックボックス化を排除

柔軟性の向上柔軟性の向上
システム改修時における
全体への波及を抑制

調達計画書

公表を義務付

調達仕様書

明確化

公平性

入札制限の設定

透明性

契約の明確化

総務省 平成１９年７月１日
「情報システムに係る政府調達の基本指針」

調達手続のより一層の透明性・公平性の確保を図るための統一的な指針



評価の視点評価の視点

定量評価定量評価

定性評価定性評価

経済性評価経済性評価

総合的評価総合的評価

価値評価価値評価

コスト評価コスト評価

全体評価全体評価

個別評価個別評価

ニーズ（市民／行政）との整合性ニーズ（市民／行政）との整合性

機密性の確保機密性の確保

正確性の確保正確性の確保

可用性の確保可用性の確保

（個人情報等の漏洩や不正利用を無くす）

（法令を遵守し、ミスを無くす）

（適正な事業継続の体制を整える）



総合評価調達方式における総合評価調達方式における

情報システムの技術点について情報システムの技術点について

要件定義書

機能要件 （必要性レベル）

性能要件 （処理速度など）

信頼性要件 （ソフト・ハード・運用）

セキュリティ要件 （機密性・正確性・可用性）

連携要件 （他システム）

移行要件 （データ・運用）

各要件の必要基準必要基準を明確にする

Ａ ・・・ 必ず実現させる
Ｂ ・・・ できれば実現させる
Ｃ ・・・ あれば利用する

コストの視点 リスクの視点 価値の視点

全体の視点 改革の視点

市民・業務・コンプライアンスの視点



コストの視点コストの視点

リスクの視点リスクの視点

価値の視点価値の視点

全体の視点全体の視点

改革の視点改革の視点

必要基準を決める上での留意事項必要基準を決める上での留意事項

本
当
に
必
要
な
の
か

（使
わ
な
い
資
産
は
禁
物
）

市
場
に
製
品
化
さ
れ
て
い
る
か

（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
は
禁
物
）

法
令
に
準
拠
し
標
準
化
さ
れ
互
換
性
は
あ
る
か

（独
自
仕
様
は
禁
物
）

実
績
や
将
来
性
は
あ
る
か

（そ
の
場
凌
ぎ
は
禁
物
）

本
来
取
得
し
た
い
価
値
に
繋
が
る
か

（
ユ
ー
ザ
ー
無
視
は
禁
物
）

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改
善
と
連
動
し
て
い
る
か

（現
状
固
執
は
禁
物
）

開
発
や
運
用
の
リ
ス
ク
は
見
極
め
た
か

（結
果
や
相
手
任
せ
は
禁
物
）

競
争
性
と
公
平
性
は
確
保
さ
れ
て
い
る
か

（単
独
は
禁
物
）

他
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
る
か

（部
分
最
適
の
み
は
禁
物
）

市
民
・業
務
・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
視
点

市
民
・業
務
・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
視
点



自治体におけるシステム調達プロセスの実態調査

0.0%

21.5%

0.0%1.9%1.9%

17.8%

0.0%

8.4%

39.4%

17.8%

52.9%

10.3%
5.8%

18.7%

0.0%
3.7%

0 .0%

10 .0%

20 .0%

30 .0%

40 .0%

50 .0%

60 .0%

主 従 主 従 主 従 主 従 主 従 主 従 主 従 主 従

市長・ＣＩＯ総務部門 企画部門 財政部門 情報部門 事業部門プロジェ クト民間企業

◆ 計画段階における関わり

調査結果では、計画段階で主体的に関わっているのは、事業部門が最も多く52.9%、
次に情報部門の39.4%の順である。ほとんどがこの両部門が主体的に対応している。
また、主体的ではないが市長・ＣＩＯが21.5%、企画部門は17.8%と何らかの関わりをもって取り
組んでいる団体もある。

しかし、本来であれば計画段階においては、経営陣や事業現場、技術者、市民利用者
の４者の参画が非常に重要なことである。
また、技術的な観点から将来性やニーズへの適合性、コストを見極めるうえで、民間
企業の関わりが3.7％と少ないが、ＲＦＩを実施するなど外部リソースをもっと活用する
手立てが必要である。

みんな参加
しなくていい
のかな？

アンケート調査結果



0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%
適切なプロジェクトマネジメント

関係部門及び関係者の協力体制

経営層・管理者による庁内統制

新環境における組織体制の見直し

業務やシステムに精通したスタッフの確保

ニーズ掌握と適切な方策の決定

適正な構想・企画・計画づくり

業務プロセスの見直し

適切な契約及び要求仕様の提示

情報提供や説明など利用者への周知

費用対効果の事前分析と目標設定要件を満たす技術力の確保

必要な設備環境の確保

要件を満たす製品の品質確保

十分な業務知識及び説明力の確保

必要な予算の確保

十分な移行準備期間の確保

業務とシステムの親和性

コストパフォーマンス

前提条件など推定内容の精度

十分な事前の準備作業

何が失敗しやすい要因なのか？何が失敗しやすい要因なのか？

失敗比率失敗比率

情報システムの評価情報システムの評価

成功・失敗の要因成功・失敗の要因分析分析

AAveve
６６％６６％

AAveve
7575％％

AAveve
5151％％

AAveve
7070％％
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（上位ベスト１０　点数加

◆ 何を改善すべきなのか、評価と改善に向けた行動力評価と改善に向けた行動力が大切

運用や評価に関して改善する意識が低い運用や評価に関して改善する意識が低い

同じ失敗を繰り返さないために同じ失敗を繰り返さないために

何をしなければならないのか考えよう何をしなければならないのか考えよう

アンケート調査結果
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